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開発及び実践した単元についての成果と課題，今後の改善 

【 成 果 】 

「課題発見・解決型学習」の単元を開発することにより，本校全体で取り組むべきこと＝「授業づくり３本柱」を見出す
ことができた。 

○導入の工夫 

課題意識をもたせるために，クラスで「意識調
査」を行い，その結果を生徒に示した。生徒は，
質問に対して「正確に答えられない人が多い」と
いうことに気づき，意外性を感じていた。次に，
他の地域の意識調査を提示した。自分が期待して
いた正答率よりも低いことや，自分たちの正答率
よりも低いことに驚き，「なんで？」「いけんじゃ
ろう」と思わずつぶやく生徒がいた。 

また，調査された年に着目し，その変化について考える生徒もいた。 

「予想」したり「比較」させたり，また「ズレ」や「ギャップ」をもたせたりすることから，生徒は何かしらの思いを
もち，それが「課題意識」になり，そして，「考えなくてはならない」「考えたい」という意欲や責任になっていくのだと
いうことがわかった。 

《「課題発見」の単元開発を行う際のポイント》 

 

 

○小集団での学習 

「小集団での学習の進め方」について，例えば人
数や約束事などを生徒・指導者が共有しておくこ
とが必要。教科や課題に合わせ変わることもある
が，活動の基本的な部分を徹底することでスムー
ズになることがわかった。 

また，「相互の係わり合いの仕方」や，「学習活動の理想の姿」を示すことも必要である。具体的な姿や手本を示すこと
で，目指すべき姿がわかり，そこに近づこうと主体的に取り組む姿があった。単元では，思考ツールを使用した。多用な
視点から分析し，その情報を関連付けて思考するための手立てとなった。「小集団での学習」の理想の姿を生徒・指導者
が共有し，そのための手立てを具体的に示すことを今後も進めていく。 

○振り返りの充実 

単元や授業の終わりに学習を振り返らせることで，「新たな課題の発見」
と「学び続ける態度の育成」の２つの効果があることがわかった。１つ目の
「新たな課題の発見」では，めあてに対する自己評価に加え，自己の学びを
振り返らせる。理解できなかったことや疑問に思ったことも記入させること
で，自分だけの「新たな課題」が生まれ，次への学習の目的がもて，意欲に
つながる。２つ目の「学び続ける態度の育成」では，単元や教科を超え，関
連づけた振り返りをさせることで，「学びの広がり」を体験させることがで
き，単元終了後も自ら学び続ける態度が育つことが期待できる。 

このように，学習の振り返りをすることにより，生徒それぞれが学びに
つながりを見つけ，一人一人独自の新たな学びを見出すことが期待できる。 

【 課 題 】 

○１時間で収まらない授業があり単元の授業時間が計画よりも多くなった。 

○国語科ではなく，他領域で扱うことが望ましい内容を含んでいた。 

【今後の改善】 

○１時間１時間の学習の積み重ねによるゴールとなる単元計画の作成 

○年間指導計画・単元計画の作成（時間を確保し，活用する力を付けるため，既習事項や指導事項の関連等の整理） 

○他教科・領域との関連付け 

・ズレやギャップなど，「あれ？」「どうして？」と感じるような仕掛け     ・ゴールの姿など，学習後がイメージできること 

・学習後の振り返り（わからなかった，疑問など）              ・他教科・領域，地域との関連 

 


